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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜全体連絡＞
・事業計画の計画・分担を7月からカンファレンス内で話し合っていきます。
　　⇒進捗状況の確認を行うので、各自考えておいてください。
・7月疾患別診療計画書はアプロードまで7月中に実施出来ていない分は行って下さい。
・第3回法人研修会「ハラスメント」について　講師：金井AOM
　日時：令和8年8月18日（火）・19日(水)・20日(木)　17：15～18：00
　場所：4階メモリアルホール

　レポート提出：〆切は8月27日（木）教育委員会宛てにメール

・第3回院内勉強会

　日時：令和8年8月19日（水）・20日(木)・21日(金)・27日（木)　16：00～16：15
＜利用者様情報＞

デイケア
・河村　哲久様～ぴあみなと　吉田氏より入電。昨日、本人が怒った様子でヘルパーキャ
ンセルの電話があり、ヘルパーは利用していなとの事。本人が困った様
子であった為吉田氏が本人宅を訪問し、携帯電話の設定（着信時に文字
の表示と被り、スワイプ出来ず電話に出れない）食材の買い物をして来
たとの事。訪問看護師や青陽館でも言っていた同じ内容を話していたと
の事で傾聴して幾分、落ち着いた様子であったと。本人よりヘルパーへ
謝罪があり、吉田氏より伝えて来週から対応してくれるとの事。明日、
20日（木）青陽館利用時に本人と話して、状態をお伝えする事とし終話。
・寺沢　彩様～昨日はお母様と遊んできたと報告しており、クレーンゲーム巡りをしてお
菓子を取ってきたとにこやかに話している。また、「土曜日に久しぶりにク
エちゃん（クエチアピン）ぶっこんだ。上の人がへまやらかしてさ。」と話
している。土曜日の出来事として上の階に住んでいる住人が自殺未遂をし
て救急搬送されていたとの事で、自分が自傷行為をした際の事を思い出し
たようで、当時死んでおけばよかったと今でも思うと話している。
ショートケア
・特記する利用者様はおりません。
デイナイトケア

・特記する利用者様はおりません。
【見学/体験利用、会議等予定】
・杉若　泰行様～ID：10933　湊病院より紹介　男性　55歳　統合失調症　馬渡Dr
　　　　　　　　7/14（火）11:30外来受診後の見学対応。
　　　　　　　　　→7/29（水）1回目の体験利用
→2回目の8/5（水）は不調によりキャンセル、8/12（水）は悪天候が予想されるためキャンセルの連絡あり→次回は8/26(水)予定　
➝体調不良の為8/26（水）へ変更
　　　　　　　　
・稲村　遼様～ID：10391　当院通院中　自閉症スペクトラム障害・適応障害　29歳　男性

柞木田Dr　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 7/21（火）13時　見学
→7/29(水)午後に1回目の体験利用。　→次回は検討後に電話いただく。
＜事業分担進捗状況＞

　〇プログラム再編成担当　主：蕨野　副：鳥谷部・松村

　〇祝日行事企画担当　　　主：鎌田　副：藤田・眞角

　〇ご利用相談会　　　　　主：鳥谷部　副：藤田・古川

　〇青陽館だより　　　　　主：鎌本　副：鎌田・細貝

　〇食事提供無償化　　　　主：斎藤
<青風荘合同カンファレンス>
【精神症状関連】

繁名：幻聴・幻覚の訴えが聞かれる事が多く、症状の日内変動もあり、頓服薬服用・静養室利用が習慣化しており、お盆に近づくと不調の訴えが多くなっており、先月に比べれば増加傾向。頓服薬服用は期間内の7月は無く、8月にお盆あたりから連続して服用している。食事当番の前後や当日に不調を訴えたり大きな声での独語が見られたりと静養室を利用することが多い印象あり。
　　⇒本日の受診で処方変更あり。また、採血の結果血糖値が低いと説明あり、おやつ食べて良いと理解した様で再度説明している。
袴田：気温が上がってきたことも影響してか水分摂取の促しには拒否は見られにくくなり自主的に水分を取っていることも増えている。8月3日・4日の夕方嘔吐あり、37～37.4℃の発熱もあるが、3日ほどで嘔気・嘔吐などの症状は治まっている。コグニサイズなどプログラムによって参加拒否する事が時々あり、参加の促しに対して易怒性が見られている。離院行動を疑わせる言動は目立たない。
　　⇒暑くなっているが、衣類を重ね着している。入浴後のプロペト軟膏つけるのを嫌がっている。食事の当番を忘れていることがある。また、入浴で浴槽から湯を汲んで落ちそうになることや洗い場を泡だらけにしたままにすることがある。
　　

田中：食器片付けは慣れた様子であるが変わらず同じグループのメンバーの手際の悪さに対して少々苛立ちを見せる場面も有るもトラブルはなし。また、自分の担当日以外にも手伝う事もある。眼鏡を使用するようになり、自己学習にも熱心に取り組んでいるが熱心過ぎて日課やプログラムの時間に遅れてしまうことがある。
　　⇒本日の診察で、青風荘女性入居者の名前を5名挙げ、それ以外の入居者とは性的関わりを持とうとするからかかわりたくないと話している。また、自己学習については以前強迫的にやっていると話していたが、今は達成感を感じているとの事。
義積：時折イライラ感や他利用者様へ強い口調で指示するような場面あるがトラブル化は無し。実家の固定電話代の滞納があり電話が使用できなくなったと話している。支払いを済ませることが出来ている。お盆も実家へ1泊2日の外泊を行っている。
　　⇒実家への外泊も隔週で実施出来ており、電話のトラブルも解決している。青風荘では他利用者様へ強い口調で指示するような場面は見られないとのこと。
鈴木：運動療法を避ける傾向については青風荘からの介入の効果もあり、体調不良の訴えは減っているが、取り組み状況はただ参加し立ち尽くしているだけのこともあり都度声掛けをするがなかなか持続しないでいる。8/10詰所内にある固定電話を見て、「これは外線かけれますか？」と聞かれる。詳細を問うと姉様に架電したいという。個人での使用はお断りしていることを説明。すぐに納得され、普段通りに青風荘でかけると話されている。スタッフが昼食準備をしている際、他利用者から「真知子さん出て行ったよ」と報告があり、1階玄関扉を開けようとしている所をスタッフが発見している。理由を問うと「家に帰りたかったの」と話され、ニヤつきが見られている。その後は表情の硬さが見られておりスタッフの見守りを強化し、離院行動は見られていない。その後も、青風荘への帰荘時、別方向を見ることが何度かあり、見守りを強化している。
　　⇒入浴の順番を変更し、2グループ目から1グループ目に変更している。
藤村：青陽館では妄想的な発言は聞かれていないが、青風荘では7月末に妄想的な言動が聞かれたり、幻聴について話しているが幻聴だと理解しており、行動が幻聴や妄想に左右されることはない。8/17には自宅への外出を行っている。
　　⇒外出の際、本人の希望がかなえられなかった様で帰荘時暗い表情をしていた。
堀切川：他利用者様への話し掛けの多さは少ないが、時折、特定利用者様がいきなり怒って話し掛けてくることがあると、強い口調で言い返したり被害的なものの受け取り方をする事は持続しており介入が必要である。食器片付け当番や入浴の順番などについて、いつもと流れが少し変わったりメンバーが替わったりすると混乱してしまうようで、スタッフに都度確認している。
　　　⇒8/18の入浴時、スタッフの声掛けを聞かずに動いて転倒している。スタッフの気をひこうとする行動を取ることがある。
　　　

島守：他者交流を持つことは殆どなく過ごしているが、他利用者様の動きを見ながら流れに合わせて行動する事が出来ている。クラブ活動では軽スポーツクラブに参加し、楽しそうに取り組む様子が見られている。時折、幻聴を思わせる言動が見られ、頓服薬服用を促すも最初は服用を拒否することもあったが、最近では拒否なく服用する様になっており、トラブルや日課の遅れは目立たない。6月中旬から食器片付け当番に新たに組み込まれ取り組んでおり、黙々と担当をこなしている。
　　⇒自室は綺麗に片付けられている。
　

沢代：5月中旬に米飯盛り付けに関する被毒妄想様の不安感の訴えが聞かれておりその後は同様の訴えは聞かれなくなっている。6月中旬から食器片付け当番に新たに組み込まれ、いつが当番日であるかを普段から気にされているが安定して取り組めている。新しいことや手続きなどを行う際には不安感が強まることもあり、不調になる前に自己管理の頓服薬を服用して対処している。
　　⇒帰荘後もトランプをしている。手帳を2冊持ち、予定を記入しているようだが、どちらに記入したか分からなくなり、落ちこんでいることがある。
　　

三浦：変わらずイライラ感の訴えの多さや話しかけ内容の突飛さが感じられる場面もあるが、頓服薬服用するなどして気分変動が過度となる事は無く経過できている。青風荘以外の青陽館2F利用者様(K様)が来ている日には自ら声を掛けに行き交流を持っていることが多い。余暇時間にはトランプをして過ごしている。
　　⇒帰荘後もトランプに誘い行っている。最近は息子さんの話はしなくなった。
【身体症状関連】

稲垣：徐々に加齢に伴う老化・認知機能の低下が感じられることも多く運動プログラムは椅子に座って取り組むか、休んでいることも増え、日付等分からなくなっていることも増えている。会話がかみ合わないことも増えている印象。以前まで好んで取り組んでいたブロック折り紙は提案するものの興味を示さず、すっかり取り組まなくなってしまっている。先日から左膝から脛にかけての痛みがあり青風荘内での転倒もあるが今のところ青陽館内では転倒は無く過ごせている。杖を持参しているが、置き忘れたり、ロッカー室に置いたままになっていることが多い。
　　⇒徐々に次の施設への移行を検討している。歩行状態がますます不安定となり、転倒のリスクが高くなっている。

森田：7月上旬のショートステイ利用開始頃から、腰痛の悪化を訴え歩行困難・活気の無さが目立つようになっている。車椅子で来所した日には終始車椅子上で項垂れる様に過ごしていることが多く、食欲の無さを訴え食事を摂らないこともある。また、プログラムへの取り組みも安定しないでいる。8/19 5：10にベッド脇にうつ伏せになっているところを発見。痛みや打撲痕はなく、左膝に皮膚剥離を確認している。朝食前には歩いてトイレに行っていたとのこと。来所後は腰痛を訴え、静養室で横になって過ごしている。
　　⇒歩行状態の変化が大きく、介助が必要な時・必要ない時の差があり過ぎる。8/20入院予定となる。
【その他】

巴　：空笑等は変わらず見られているが著変なく経過。プログラム開始直前にトイレに行くことや時間を把握せずテレビを観続けるなど遅れることは変わらず多い。

林下：変わりなく他者交流を持つことはほとんど無いが日課はスムーズに行う事が出来ておりプログラムへも参加されている。

古川：大きな変化なく経過し各プログラムに合わせて率先して行動出来ている。食器片付け当番も安定してこなしている。突然に大きな音で手を叩くことがあり以前に比べ音が大きくなっている印象もあり都度注意を要している。
　　⇒8/19 足の浮腫みがひどくなっている。左足が右足より浮腫んでおり、赤みもある。
奥山：大きな変化なく経過。

坂本：大きな変化なく経過。変わらず居眠りは多い。

岡﨑：大きな変化なく経過。下肢筋トレは継続中で自主的に取り組めているが「あんまり効果は感じないな」と苦笑いされており内容を要検討。
津嶋：大きな変化なく経過。気温上昇に伴い暑さを頻回に訴える日も増えている。時折、特定利用者様と言い合いになることがあり、スタッフ介入している。

山田：変わらず食事量はムラがある。最近は幻聴を思わせる仕草(両耳を手でふさぐ等)は見られていない。

《次回開催》

9/16（水）13：00～
